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In this paper, evolutionary search methods for a budget-constrained facility rearrangement problem in multi-
facility production systems are described. In this problem, the operation or suspension of the facilities and 
the facility to which the production is shifted in the suspended facility are determined in consideration of the 
decrease in demand. New heuristics have been developed for probabilistic search of condition of the operating 
or suspending of facilities in the problem model. As a result of numerical experiments, better search efficiency 
than previous studies can be obtained, which is reported in this paper. A search method for the binary variable 
representing the operating / suspending of each facility in the formulation represented as the mixed integer 
programming model is effective by using the probability of the variable value is 1 calculated based on the 
update history of the best rearrangement alternative. However, it was also recognized that the search effect 
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ただし、n：設備数、  cj：設備 jの固定費、  vj：設
備 jの変動費、  pj：再配置後の設備 jの生産量、 qj：






コスト上限値、  ujは設備 j の生産能力上限として与
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本稿では、x1,…,  xn の探索について、各  xi 





PS1: CRρ α=  
1
PS2 : uNi ik uk x Nρ ==  。 ただしρi＝ 1のときは
　　　 ρi＝0.9 に、ρi＝0のときはρi＝0.1 にする。
1 1
PS3 : / /uN n ik uk i x N nρ = ==   。ただしρ＝ 1のと
　　　きはρ＝0.9に、ρ＝0のときはρ＝0.1にする。
ここで、Nuは最良解の更新回数、xikは k回目の
更新での xiの値である。αはパラメータで 0.75 を
経験的に与えた。なお Yの探索は従来法と同様に
行った。

















ト P1 を用いた。表 1に P0 を、表 2に P1 をそれぞ
れ示す。P0 は、20 設備で ujと qjがそれぞれ同じ
値であり、cjと vjが 1ずつ異なる値という特徴で
ある。P1 は、ujと qjは同じ設備が 10 ずつあり、cj
が 1異なる値と、vjが 1または 2異なる値という特
徴を持たせた。P1 は、設備 1から 10 は新しい設備
で容量は大きく固定費も高く変動費は低い設備グ




















数値実験は、Rc＝ 0.95,  0.9,  0.8,  0.7,  0.6,  0.5 の場
合について各 5回計算を行った。1回あたり計算時





計算結果のうち、各 Rc値の条件で 10 回計算した
中での探索法ごとに最も良い結果の Fと Cの値を
表 3と表 4 に示す。表中、各 Rcで比較した 5つの
探索法を通じての最良値に下線を引いている。
例題 P0 では表 3 にあるように PS1、PS2、PS3
の大きな違いは見られない。また GATS が他の方
法に及ばない結果となっている。
例題 P1 では表 4に見られるように探索法によっ
て結果に違いが認められる。P0 と違って PS2 が
PS1 と PS3 より優れた結果となっていることと、
GATS が良好な結果であることなどが特徴として
挙げられる。











P0 の、表 6 に P1 の、それぞれの探索法と各 Rc値
での最良解発見回数を示した。各欄の濃淡は回数の
多少によるグレースケールである。
表 5　例題 P0 での最良解発見回数
表 6　例題 P1 での最良解発見回数
表 5からは P0 において PS2、 PS3 の結果が優れ
ている一方、従来法の GATS や SAでは最良解に
至っていない場合が多いことがわかった。P0 のよ
うなデータの場合は、履歴を参照した確率的探索の
表 3　例題 P0 の 10 回計算の最良結果






この P1 のようなデータでは探索の難度が P0 に比
べて高く、局所最適に陥りやすくなる。特に Rc＝





P0 と P1 とも、PS1 での探索には最良解発見に不
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